



































































The Current Status and Issues of an Infantile Motor Ability








図 1． 5 歳後半男児における 25m 走の年次推移  



































図 1． 5 歳後半男児における 25m 走の年次推移  


































図 3． 5 歳後半男児におけるテニスボール投げの年次推移  
































図 3． 5 歳後半男児におけるテニスボール投げの年次推移  





























図 5． 5 歳後半女児における 25m 走の年次推移  































図 5． 5 歳後半女児における 25m 走の年次推移  

































図 8． 5 歳後半女児における両足連続跳び越しの年次推移  



























図 8． 5 歳後半女児における両足連続跳び越しの年次推移  



















































































































































狭い 普通 広い 狭い 普通 広い
平均 SD 人数 平均 SD 人数 平均 SD 人数 平均 SD 人数 平均 SD 人数 平均 SD 人数
25m 走
男児 3.08 1.02 1,434 2.90 0.99 2,066 3.09 1.01 2,266 2.91 1.06 1,330 3.04 0.96 1,872 3.06 1.01 2,564 
女児 3.05 1.04 1,372 2.86 0.97 1,977 3.11 1.01 2,135 2.91 1.03 1,319 3.00 0.99 1,810 3.06 1.01 2,355 
計 3.07 1.03 2,806 2.88 0.98 4,034 3.10 1.01 4,401 2.91 1.04 2,649 3.02 0.98 3,682 3.06 1.01 4,919 
立ち幅
跳び
男児 2.96 1.00 1,452 2.94 1.04 2,064 3.07 1.01 2,252 2.95 1.03 1,344 3.08 1.02 1,864 2.96 1.00 2,560 
女児 3.03 0.96 1,395 2.94 1.04 1,991 3.07 1.01 2,135 2.97 1.07 1,340 3.10 1.01 1,808 2.97 0.97 2,373 
計 2.99 0.99 2,847 2.94 1.04 4,055 3.07 1.01 4,387 2.96 1.05 2,684 3.09 1.02 3,672 2.97 0.99 4,933 
ボール
投げ
男児 3.03 0.94 1,426 3.00 1.01 2,059 3.06 1.02 2,259 3.04 1.03 1,331 3.05 0.96 1,848 3.01 1.01 2,565 
女児 3.04 1.00 1,361 2.98 1.01 1,978 3.11 1.04 2,129 2.97 1.06 1,329 3.06 1.00 1,776 3.07 1.02 2,363 
計 3.04 0.97 2,787 2.99 1.01 4,037 3.08 1.03 4,388 3.01 1.04 2,660 3.06 0.98 3,624 3.04 1.01 4,928 
両足連続
跳び越し
男児 2.80 0.97 1,162 2.99 1.05 1,754 3.05 1.01 1,827 2.83 0.97 1,078 2.93 1.01 1,557 3.07 1.05 2,108 
女児 2.87 0.96 1,163 2.99 1.07 1,747 3.08 1.01 1,753 2.81 0.97 1,138 2.92 1.02 1,536 3.15 1.03 1,989 
計 2.83 0.96 2,325 2.99 1.06 3,501 3.07 1.01 3,580 2.82 0.97 2,216 2.93 1.02 3,093 3.11 1.04 4,097 
体支持持
続時間
男児 2.96 0.99 1,430 3.01 1.00 2,057 3.06 1.02 2,173 2.98 1.04 1,333 3.04 0.99 1,844 3.02 1.00 2,483 
女児 2.98 1.00 1,359 2.95 1.04 1,968 3.05 1.01 2,019 2.98 1.04 1,327 2.99 1.03 1,778 3.01 0.99 2,241 
計 2.97 1.00 2,789 2.98 1.02 4,025 3.06 1.01 4,192 2.98 1.04 2,660 3.01 1.01 3,622 3.02 1.00 4,724 
捕球
男児 2.83 1.02 1,426 2.99 1.00 2,059 3.07 0.99 2,166 2.91 1.02 1,333 2.96 1.00 1,854 3.04 1.00 2,464 
女児 2.99 0.92 1,357 3.10 0.94 1,985 3.14 0.94 2,014 2.99 0.93 1,340 3.11 0.93 1,773 3.12 0.94 2,243 
計 2.91 0.97 2,783 3.04 0.97 4,044 3.10 0.97 4,180 2.95 0.98 2,673 3.03 0.97 3,627 3.07 0.97 4,707 
６種目の
合計
男児 17.88 4.00 1,091 17.95 3.82 1,672 18.52 4.09 1,770 17.69 4.00 1,032 18.28 3.88 1,485 18.29 4.03 2,016 
女児 18.12 3.71 1,079 17.95 3.82 1,656 18.80 3.93 1,686 17.78 3.95 1,084 18.39 3.84 1,460 18.57 3.79 1,877 
計 18.00 3.86 2,170 17.95 3.82 3,328 18.66 4.01 3,456 17.74 3.97 2,116 18.34 3.86 2,945 18.42 3.92 3,893 
230
運動能力が高いと報告しており，北村ら（2008）も，
固定遊具の数が多い園ほど，運動能力が高いことを示し
ている。固定遊具は，子どもにスリルを与え，チャレン
ジ精神を喚起し，達成感を導くことが比較的容易にでき
ると考えられており，固定遊具を有効的に使用すること
によって多様な動きを経験し，それに伴って運動能力を
向上させることができると考えられる。
　一方，自然環境型の園庭は，遊具は少ないものの，幼
児に自由で豊かな遊び場を提供する冒険的遊び空間とし
て起伏のある場，築山のある場，水のある場，樹木のあ
る場など，自然環境を取り入れた構成をしている（横
山，2005）。自然環境型園庭を持つ園の園児は，遊びの
中で多くの基本的動作を身につけ，運動能力が高いこと
が報告されている（横山，2007）。
　したがって，固定遊具の数が幼児の運動能力に影響を
及ぼすとは一概には言えないと考えられる。
③園庭の様式
　中島ら（2012）は，園庭が芝と土という園庭環境の
違いが園児の身体活動量と運動能力に及ぼす影響を調査
した結果，芝生の園庭を有する園の園児は，男女共に土
の園庭を有する園の園児に比べて平日の身体活動量（歩
数およびエネルギー消費量）が多く，また，男児におい
ては25ｍ走，立ち幅跳びおよび，後方ハイハイ走にお
ける運動能力が高いことを報告している。
ま　と　め
　幼児の運動能力・体力に関しては，懸念されていた低
下は止まり，少しずつではあるが，向上傾向にある。一
方，動作の発達においては，約20年前に比べ，基本的
動作の獲得が遅くなってきている。その要因の１つとし
て，メディアの普及により，家庭での子どもの遊びが変
化し，運動経験が減少していることは否めない。また，
親子で体を動かす経験を多くしている幼児は運動能力の
得点が高いので，親子で体を動かす経験の有無も影響し
ているのかもしれない。幼児が１日の大半を過ごす幼稚
園や保育所も，子どもたちの運動経験を左右すると考え
られる。運動実施場所である園庭環境について焦点を絞
ると，園庭が広い方が子どもたちの運動能力が高い。し
かし，園庭に代わる公園を利用したり，散歩を多く取り
入れたりすることによって，園庭がなくても運動能力を
向上させることができることから，園庭の環境構成を工
夫することが運動能力を向上させる方策の１つとして考
えられる。戸外で遊ぶ機会が減少している現代で，幼児
が安心して遊べる園庭環境をどのように整えていくのか
ということは，今後ますます重要になると考えられる。
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